
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 ４月号 

小城市学校給食センター 

ご入学・ご進級おめでとうございます。色とりどりの花が咲き誇る中、

希望に満ちあふれた新年度が始まりました。皆さんの学校生活がより充

実したものとなるように、日々の給食を通して応援していきたいと思い

ます。１年間、よろしくお願いいたします。 

 

 学校給食は単なる食事の時間ではなく、「学校給食法」に基づき実施される教育

活動です。栄養バランスのとれた食事を提供することで、成長期にある子どもた

ちの健全な発達を支えることはもちろん、健康によい食事や食文化、地場産物、

食事のマナーなど、さまざまなことを学ぶための時間です。 

 

適切な栄養の摂取

による健康の保持

増進。 

食事について

正しい理解を深め、

健全な食生活を育

む判断力や望まし

い食習慣を養う。 

明るい社会性と
協同の精神を養
う。 

自然の恩恵へ

の理解を深め、生命、

自然を尊重する精神

や環境の保全に寄与

する態度を養う。 

食生活が多く
の人々の勤労に支え
られていることを理
解し、感謝する。 

伝統的な食文
化を理解する。 

食料の生産、

流通及び消費につ

いて、正しく理解

する。 

給食では旬の食材を取り入れていますが、骨のある魚、皮付きの果物
など、食べるのにひと手間かかるものは面倒だからと敬遠されがちです。
食べ方がわからない場合もありますので、ご家庭でも食べ方を教えてい
ただければと思います。また、新年度は、新しい環境に置かれることで、
緊張し、疲れたり体調を崩したりしがちです。栄養をとり、生活リズム
を整えて、新しい環境に少しずつ体を慣らしていきましょう。 
 



熱いものや重たいものは 

一人で運ばずに、協力し 

て運びま 

しょう。 

汁物は底からよくかき 

混ぜて、具と 

汁を均等に盛 

り付けます。 

トングを使うときは、 

料理が崩れないよ 

うに優しくはさん 

で盛り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全員が安心して、楽しく給食を食べられるよう、一人一人が安全や衛生に気をつける

ことが大切です。また、なるべく決められた時間内に食べ終えなくてはなりませんの

で、食べるための時間をしっかり確保できるように、協力して準備を行いましょう。 

手をぬらし、 

せっけんを 

つけて泡立てる。 

手のひら・手の甲・指先・指の間・ 

手首をこするように洗う。 

泡と汚れを 

しっかりと 

洗い流す。 

清潔なハンカチ 

やタオルで水分 

をふく。 

当番以外の人は、机の上を片 

付け、室内の換気をするなど、 

食事にふさわしい環境を整え 

ましょう。 

食器のカゴや食缶

は、床に置いては

いけません。 

よい姿勢で食べる。 食べやすい大きさに 

して、よくかんで 

   食べる。 

食事にふさわしい

話をする。 

 

食器は大切に使う。 


